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3.5.1 類似した概念を持つ PCCS トーンや H-K 効果とは異なり、色の心理的な明るさと
あざやかさという属性において“Brilliantness”という新たな統合概念を提唱
している点は、今後の色彩学や表色系に与える社会的意義が大きいと考えられる。 
3.5.2 “Brilliantness”はその概念を提唱するだけでなく、心理的、統計的な手法を
用いて定量化されていることからも、今後の応用的な展開が見込まれる有用な成
果であると考えられ、この点においても学術的な意義がある。 
3.5.3 SD法を用いて cross-modal研究を行う際に、他の感覚にも共通する基盤としての
項目を導出した点においては、今後の cross-modal研究に寄与できる成果である。 
3.6 本論文の人間科学に対する貢献：本論文は、以下の点において、人間科学に対する貢
献がある。 
3.6.1 人間が感受する色彩の「あかるさ感」と「あざやかさ感」における心理的な関係
性とその感性的な側面に焦点を当て、それらの統合次元としての“Brilliantness”
を定量化したことは、上記の感覚をより科学的・客観的な情報として明確化させ、
発展させるという可能性を示せたと言える。今後、色相における対応関係を加味
することにより、新たな表色系としての展開も考えられ、色彩認知科学のみなら
ず人間科学における学術的な意義をさらに拡大できるものと考えられる。 
3.6.2 これまでトーンのように曖昧さを含みながら人間が共通認識として用いていた
カテゴリーを“Brilliantness”という新たな概念により定量化が可能であるこ
とが示されたため、この概念をアプリケーションなどの形で汎用化できると考え
られる。音楽、香りなど他のモダリティに対しても、定量化された色を仲介とし
て整理することにより、異文化間や多言語間、また聴覚障害保持者とのコミュニ
ケーション等、多様な社会における新たな非言語的コミュニケーションツールと
しても活用できると考える。このように本研究で得られた知見が cross-modal研
究の社会的な応用場面を拡大し、それらを通して人間科学が追究する well-being
な社会を構築するための一助となることが期待できる。 
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5 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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